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鳥取県引は，既に実施されたボ」リング調査結果の保管・有効利用を目的に，一括してコンビ

ュータに保存し活用できるシステムを整備してきたしかし，一般のボーリング調査は基盤

岩の確認がほとんどで，基盤岩の調査はダ l，，地ド構造物の調査において実施されているに
すぎない.またB その数も少ないのが現状である そこで，地質データのデータベース化に

続き，既存のボーリング調査資料の有効な活用を A層進めるためs 限られた個数のボーリン

グ試料から各種岩石試験を補完的に実施し，岩石試験情報の基礎となるデ~-タベース化会行
なうこととした‘デ)タベース化にあたり 3 まず試料採取が容易なことより，県内で使用さ

れている砕石の母岩に対して各種岩石試験を実施し 5 基盤岩の物性を推定できるようデータ

ために，岩石試験等のブオーマットを定めた，さらにある程度の実用性が確認で、き

デ…タベ勘スの公聞を行い建設事業の計画@施工において利用されたり 9 砕石場

と鰭設資材としーでの製品との物性を明らかにしていくことを目指すも

のである.

L はじめに

地盤情報のケ __0タベ L ース化は各県単位でようやく着手

されつつあるのが現状がある。 しれし2 岩石 9 岩盤の物

性をデータベース化した事例 1)は少ない。そこでヲ鳥取

県を中心と寸る基盤の岩石学的特性を明らかにするため

の基礎資料を得るため，県内および隣県の砕石場および

建設工事現場等で採取した岩塊を用いて各種岩石試験を

実箱し，岩石の物理的および力学的物性の平面的な分布

に対応できるデ」夕、ベースを構築したο 次に，県内で採

取されたボーリングコアを用いて，各穣岩石試験を実施

しs 深さ方向の分布に関するデータベース してい 石

くこととした。

まず基礎となる岩石の物性の把握を目的に，岩石試験

結果から得られた物理的および力学的特性を一定のブオ

日マットで整理するための様式を定めた。

ータベースイト;にあたって。次の視点で利

用できるように心掛、けることにした。

( a )地盤と

①地震学的(地質図等，岩石記事~学的等)情報と

足を補う情報との連②岩石の物理。

携。

③耐震対策3 危険予知情報としての利用方法。

としての利用方法。

(道路用也コンクリート用砕石等)

①県単位時建設材料の流通範囲在ー単位とした》デ、ータ

iこ対f，~~できるように 3

の変化による物性変化への対応。

よび資源枯渇イヒに対する，資源

情報としての利用方法。

20現状の把握

多くのボーリング、調査では，調査項目は多岐にわたり，

コアの地質的な観察や土質試験はト分に行われているが，

資料のうち基盤岩まてa調査が行われてーいるものは非常に

少ない。しかも岩石コアを用いた各種試験については，

ダム 9 トンネノレ等 部の工事において実施されているに

すぎない。

本県の地質は複雑な地殻変動をうけており，局部的に

破砕変質した岩石から構成される場合が多く，岩石系

の建設資材の中には 3 物理・化学的に不適切な

ことがある。

砕石製造工程における岩石の破砕は，動力iJffiから伝え

られたエネルギぃが 3 圧縮，衝撃，せん断，摩擦などの

カによって岩石原来に加えられるため，これが変形し破

砕するプロセスをとっているとされるが，砕石の品質と

岩石の物理特性、伎との関連で説明されているものは少な

い。:お石原料と製造設備の磨耗の関係においても，変動

が大きいといわれ，その変動要因として咽原料の圧縮強

硬度，密度，化学成分(遊離シリカ含有量)などが

関係するとされるが 3 系統だって関連性を定量的にt把握
、することは困難であると言われている 210

したがって，各種建設材料どして，道路用砕石，コン

クリート用骨材，ダム用骨材石材(割繰り 3 敷石等)， 

などは品質規格が J1 Sなどに定められているが 3 材料

など製品の品質と原石としての品質との聞の関係が十分

に把握されていない。そこで今後，建設材料の物理・力

学的品質に 9 母岩の物理@力学的物性情報，その他スレ

ーキングなどの評価を行うととで，建設資材の物性を総

合的に評価するためのデ…タベースを開発していく必要

があろう。

多くの地盤調査資料を活用するための，コンビュータ

を用いた管理銅運用システムが各機関で独自に開発され

ているが，それぞれのシステム間の連携を意識したデー

円
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藤村 a松井

を回ることには配慮、されていないの

ンタぃーで実施した，建設資材の品質、

ンア。/レとよヒ

には，専

の判

上の問題があり?公開のあり方などの検討も必要であろ の観察念行っている。その一部の試料につい

う。 真を写築-1に示した。同写真のスケ←/レについては 3

その他，今後は斜面の安定性情報 9 岩石の風化による 測定していなかったのでp 表示していない。

斜面崩壊に関する情報，砕石場跡地の管理を考慮した場

危険予知情報としての活用の場も

考慮しておくことが必要であろう。

この岩石試験情報データベースを充実させ，多くの土

木:技術者の利用に資するためには，鳥取県J或を中心とし

て，産官学各機関の役割去、明確に~，組織的に運用して

いくための手だてーが望まれる。

3. 岩石の特性と調斎@試験方治

3回 1 岩石試料および試験方法

試験に用いた岩石試料は 3 鳥取県及びその周辺地域に

おける砕石場及び建設工事等で採取された岩塊およびボ

也リング調査から採取された岩石コアを用いた。これら

の岩石の物性をデ」タベ』スイ!ニL，その岩石特牲を把握

することを目的に，薮--1に示す物理試験および力学試

験在実施した。

表-1 回

物理試験

①単位体積重量剛吸水試験

②超音波速度試験

①一軸圧縮試験

② 

@ 

安山岩 (トニコノレ. 40 

安山岩 (ーニコル， 40倍)

写真…1

40データフォーマットの概要

岩15の物性{直の測定に用いた供試体lゴ-，径 5c札長さ データベιースの設計方針にあたっては 3 各積データベ

10 c間程度に切断した後瑞面成型機により整形研磨し 』ヲス止の栂互連携ができることが翠ましいが 3現状では，

た。岩塊からコアを採取す一る場合は，節理面を考慮し， 既設のボ---リングデ、ータベース等との連携が不可能であ

それに対して垂直方向に採取した。その他の場合は岩塊 る。本報告では，砕石場およびボーリング、試料から得ら

に対し から採取した。

これらの供試体につし、で，完全水浸による自然吸水を

96時間行った後.24時間， 1100C 強制乾燥し，級7]<:2千三，

見掛け比重役測定したり超音波速度試験および力学試験

は，

行二上

した。力学試験では供試体力日圧面iの

平行度の精度向上に配慮した。なお，庄裂!

試験用には供試体の長さは 2，5~5 Cill とした。

れた試料の採取位置， 日付宅岩種および物理・力学試験

結祭をデータ/心ースの項呂とするデータベ、スを構築し

た。岩石の微細構造につし、ては，偏光顕微鏡観察情報(画

ータ)を追加していく予定である。

採取士納または産出地名と緯度およ

び経度の 3項目からなり，試験結果情報はz 物理・力学

試験 4種団安問と岩石分類 e産地など 7項目からなる。

ヱドシステムの概要は 3 儲-1に示す。処理システムは，

あらかじ パ ソナルコンピュータでデータベースの構築合行った。

--84 --



を設定しておき，検索条件と検索項目を決定し検索条件

文を発生させるととにより実行する。袋一4に一覧形式

の検索結果例を示す。

なお現時点では 9 出力装置を通常のプリンク L ーで対応、

できるよう改善が必要で、あること，および謙一 3 に示

Fように，データベースでは重力単位系を使用している

ごとが問題である。今後，画像データむi及えるよっシス

テムの改善にあわせ， S I単位へ変更していく予定?、あ

る。

鳥取県域の岩，百試験情報データベースの開発について

;本システムのデータベースは 9 市販のデ」タベース管

混ソフトで開発し，データ処理および出カ処理l丸独自

にプログラムを開発した。
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iきるο

分布状況は，鳥取県i也ま空間など~， ，5) 

に一基づき 3 大山の火山容(tJi高岩3

i位ぴ仏積主主類P 中生代の花尚岩類E 中生代の火

古生代u)変成I3類と超塩基性岩類とに分類した分布闘を

関一:1に示す平市分布マップ凶iこ重ねて表示することに
しJた。

岩石の採取位霞s 分布状況等位置に関する情報は，各

デ¥ータ共通の位置データ(緯度 6 経度)によっで凶…4

iこ示す平面図に出力され，その他各種入力項目は一覧表

形式で出力される。そして，位置情報として同様に，砕

石場分布位置情報3 急斜面分布位置情報等利用目的に分

り
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が期待されるが 3 現在までのテ¥ータの蓄積℃、は不十分で

ある。本報告で実絡した岩石の約 50試料について，岩穏

を判定し，かさ比重，吸水率，空R家主事，一戦圧縮強度，

引張強度，超王子波速度試験，弾性{係数，ポアソン比を求

めた。その結果について 3 本システムの作図プログラム

で作図25せた事例を示しq ヨ号察を述べる。

5" ] 

図…5 はかさ比重と吸水2容との関係者7示し，関 ~-.6 ，j: 
かさ比重と空隙率との際係を汚えした。そして，闘-.1は

吸水率と主主隊三容との関係さと示したものである。図仁村て、、同一

同一採取場所であっても採取位置の違いな記号線;'(で

示している。図より同一場所であっても各種岩石物性に

はばらつきがあるとどがわかるむ ーブふ吸*率と空隙率

との開には比例関係がみられ岩種による違いがないこと

がわかる。

藤村・松井

類して表示できる。

さらに，岩石の物理的特性および力学的特性の解析の

ために，岩穣ごとについて噌かd比重p 吸水率， ZE隙率

および一軸圧縮強度，引張強度，超音波速度等のうちか

ら， 2項目の関係として散布図に作図する。その一例を

闇-5tこ示す。
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5.岩石試験結果と

岩石の物性値をデータベース化し，各物性問の関係を

出力することによりある程度の傾向が見いだされること
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5. 3 岩石の種類と物理・力学特性値との関係

間-11は岩石の岩種と一軸圧縮強度との関係を示し，

鴎-12は岩石の各採取地と一軸圧縮強度どの関係を示

した。そして，翻-13は各採取地とポアソン比との関係

について示したものである。図は 軸圧縮強度およびポ

アソン比の最大値と最小値をとって連結して示したもの

である。 軸圧縮強度値およびポアソン比には，物性値

にかなりの幅があり，岩種および採取:場所等の影響があ

ることがわカミる。

岩種(~一軸圧縮強度9 ポアソン比と同様に，静弾性係

数についてもか沿りの違いが認められた。 プi，岩種と

引張強度とについては p 一軸圧縮強度ほどバラツキは認

められなかった。

rム

ぽ3

b にコ
Cコ
同

鳥取県域の宥石試験情報データベースの開発について

5也 2

閣--8I士一軸圧縮強度ど引張強度との関係を示し，臨

…告は一軸圧縮強度と静弾性係数との関係を示した。そ

して，国-10は一軸圧縮強度とポアソン比との関係を示

したものである。各図ともデ…タ数が少ないため相関性

はあまり認められない。しかし，図より同一場所であっ

ても 3 一軸圧縮強度およびヲi張強度には物性にばらつき

があることがわかる α またョ強度試験など力学試験の場

合，供試{本の整形 e仕とげ程度が試験結果に大きく影響

を受けることは知られている。どちらの影饗を

受けているか判断できないが，岩石のカ

用方法についてのアンクート調査結果によれノば6)院安

値jに広く利用されどいることから 3

誤差は大きな問題とはならないものど思われるの
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6.おわりに

岩石試験に関する情報データベースの構築にあたり，

県内およびその周辺にある砕石場からの，岩石試料を用

いて，岩石試験データを集積し，得られた結果をデータ

フォーマット化するためのシステムを開発するとともに，

岩石の物理的特性および力学的特性を明らかにしようと

試み，その利用方法等について例を示してきた。

その要約は以下のとおりである。

データベース化について，岩石試験結果の保存，整理，

解析には，適切なデータフォーマットの基でデータを集

積することは有益である。

岩石に関する種々の情報を，平面図等に描くことより，

岩石物性と関連付けた情報の視覚化への可能性がうかが

える。

そして，システムの開発は小規模なパソコンで開発す

ることで，多くの技術者が利用できるものと期待される。

力学的試験結果は，同一採取場所であっても，力学的

特性にはかなりの誤差が生じる結果となったが，一つの

「目安値j とすれば有益な情報を提供するものである。

これらの問題も今後多くのデータを集積すること，デ

ータフォーマットおよびシステムの改良をはかれば，岩

の物理的特性や力学的特性ならびに基盤特性の解明に寄

与するものと考えられる。

あとがき

データの集積をはかるには，試料提供，試験実施，デ

ータベースの管理・運用の役割を明確にすることが重要

である。さらに情報公開上の問題を解決し，多くの技術

者が利用することで，さらなる利用方法の展開が見られ

ることが期待される。
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